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２ 区政改革について 

（１）区民サービスのあり方 

◇「区と企業・事業者との役割分担を見直し、企業・事業者にできることは企業・事業者に委ねる」

で『肯定的評価』が８割を超える 

 

問17 人口構成をはじめ社会経済状況の変化を踏まえ、限られた財源の中で、区民サービスの

あり方を見直す必要があります。例として以下のような方策が考えられます。あなたは、

どのように考えますか。（各項目 ○は１つ） 

図２－１－１ 区民サービスのあり方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区民サービスのあり方について聞いたところ、「効果が低い事務・事業については、効率化や統合・

廃止を検討する」と「区と企業・事業者との役割分担を見直し、企業・事業者にできることは企業・事

業者に委ねる」では、『肯定的評価』が８割を超え、『否定的評価』は約１割となっている。また、「区

民や地域でできることは区民や地域で担い、行政は真に行政が行うべきことに徹する」では、『肯定的

評価』が７割を超え、『否定的評価』が２割となっている。（図２－１－１） 

 

 

 

 

 

実施すべき
どちらかと

いえば
実施すべき

どちらかと
いえば実施す
べきではない

実施すべき
ではない

無回答

（％） (計) (計)

（１）
効果が低い事務・事業については、
効率化や統合・廃止を検討する

83.4 9.6

（２）
区と企業・事業者との役割分担を
見直し、企業・事業者にできることは
企業・事業者に委ねる

83.7 9.6

（３）
区民や地域でできることは区民や
地域で担い、行政は真に行政が行う
べきことに徹する

72.3 20.3

 (n＝1,432)

肯
定
的
評
価

否
定
的
評
価

肯定的評価 否定的評価

42.6

35.1

23.7

40.8

48.6

48.6

7.7

7.7

16.5

2.0

2.0

3.8

7.0

6.7

7.4
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図２－１－２ 区民サービスのあり方 

（１）効果が低い事務・事業については、効率化や統合・廃止を検討する－性別、性・年齢別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性・年齢別にみると、『肯定的評価』は男性の30歳代から50歳代と女性30歳代で９割を超えて多くな

っている。『否定的評価』は男性20歳代で３割近くと多くなっている。（図２－１－２） 

実施すべき
どちらかと

いえば
実施すべき

どちらかと
いえば実施す
べきではない

実施すべき
ではない

無回答

ｎ （％） (計) (計)

 全   体 (1,432) 83.4 9.6

 男   性 ( 619) 84.8 9.7

 女   性 ( 780) 83.2 9.4

 20 歳 代 ( 45) 68.9 26.7

 30 歳 代 ( 87) 93.1 6.9

 40 歳 代 ( 146) 91.1 7.5

 50 歳 代 ( 118) 92.4 6.8

 60 歳 代 ( 123) 76.4 16.3

 70歳以上 ( 98) 76.5 3.1

 20 歳 代 ( 73) 79.5 11.0

 30 歳 代 ( 140) 92.1 5.7

 40 歳 代 ( 182) 87.9 9.3

 50 歳 代 ( 138) 89.9 9.4

 60 歳 代 ( 133) 75.9 10.5

 70歳以上 ( 108) 67.6 10.2

肯
定
的
評
価

否
定
的
評
価

【  性   別  】

肯定的評価 否定的評価

男
　
　
　
　
性

女
　
　
　
　
性

【 性・年齢別 】

25.9

34.6

40.6

43.4

49.3

43.8

36.7

43.1

49.2

50.7

54.0

35.6

40.1

46.0

42.6

41.7

41.4

49.3

44.5

42.9

35.6

39.8

33.3

43.2

40.4

39.1

33.3

43.1

38.8

40.8

7.4

9.8

8.0

8.2

5.0

9.6

1.0

13.0

3.4

5.5

4.6

20.0

8.1

6.8

7.7

2.8

0.8

1.4

1.1

0.7

1.4

2.0

3.3

3.4

2.1

2.3

6.7

1.3

2.9

2.0

22.2

13.5

0.7

2.7

2.1

9.6

20.4

7.3

0.8

1.4

0.0

4.4

7.4

5.5

7.0
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図２－１－３ 区民サービスのあり方 

（２）区と企業・事業者との役割分担を見直し、企業・事業者にできることは企業・事業者に委ねる 

－性別、性・年齢別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性・年齢別にみると、『肯定的評価』は男性の30歳代と50歳代、女性30歳代で９割台と多くなってい

る。（図２－１－３） 

実施すべき
どちらかと

いえば
実施すべき

どちらかと
いえば実施す
べきではない

実施すべき
ではない

無回答

ｎ （％） (計) (計)

 全   体 (1,432) 83.7 9.6

 男   性 ( 619) 85.1 10.2

 女   性 ( 780) 83.5 9.1

 20 歳 代 ( 45) 82.2 15.6

 30 歳 代 ( 87) 93.1 6.9

 40 歳 代 ( 146) 88.4 10.3

 50 歳 代 ( 118) 90.7 8.5

 60 歳 代 ( 123) 81.3 13.8

 70歳以上 ( 98) 72.4 8.2

 20 歳 代 ( 73) 79.5 11.0

 30 歳 代 ( 140) 92.9 5.7

 40 歳 代 ( 182) 89.6 6.6

 50 歳 代 ( 138) 84.8 13.8

 60 歳 代 ( 133) 78.9 11.3

 70歳以上 ( 108) 68.5 6.5

肯
定
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評
価

否
定
的
評
価

【  性   別  】

肯定的評価 否定的評価

男
　
　
　
　
性

女
　
　
　
　
性

【 性・年齢別 】

19.4

25.6

31.9

34.6

37.9

35.6

36.7

35.0

36.4

40.4

56.3

42.2

31.0

40.5

35.1

49.1

53.4

52.9

54.9

55.0

43.8

35.7

46.3

54.2

47.9

36.8

40.0

52.4

44.6

48.6

5.6

9.0

11.6

6.0

5.0

11.0

7.1

8.9

5.9

7.5

5.7

8.9

7.8

7.3

7.7

0.9

2.3

2.2

0.5

0.7

0.0

1.0

4.9

2.5

2.7

1.1

6.7

1.3

2.9

2.0

25.0

9.8

1.4

3.8

1.4

9.6

19.4

4.9

0.8

1.4

0.0

2.2

7.4

4.7

6.7
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図２－１－４ 区民サービスのあり方 

（３）区民や地域でできることは区民や地域で担い、行政は真に行政が行うべきことに徹する 

－性別、性・年齢別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性・年齢別にみると、『肯定的評価』は男性40歳代で８割近くと多くなっている。『否定的評価』は男

性の30歳代と50歳代で２割半ばと多くなっている。（図２－１－４） 

実施すべき
どちらかと

いえば
実施すべき

どちらかと
いえば実施す
べきではない

実施すべき
ではない

無回答

ｎ （％） (計) (計)

 全   体 (1,432) 72.3 20.3

 男   性 ( 619) 74.6 19.7

 女   性 ( 780) 71.3 20.8

 20 歳 代 ( 45) 73.3 22.2

 30 歳 代 ( 87) 74.7 24.1

 40 歳 代 ( 146) 78.8 19.2

 50 歳 代 ( 118) 72.9 25.4

 60 歳 代 ( 123) 76.4 17.9

 70歳以上 ( 98) 68.4 11.2

 20 歳 代 ( 73) 69.9 21.9

 30 歳 代 ( 140) 74.3 23.6

 40 歳 代 ( 182) 72.5 22.5

 50 歳 代 ( 138) 74.6 22.5

 60 歳 代 ( 133) 69.2 19.5

 70歳以上 ( 108) 64.8 12.0

肯
定
的
評
価

否
定
的
評
価

【  性   別  】

肯定的評価 否定的評価

男
　
　
　
　
性

女
　
　
　
　
性

【 性・年齢別 】

18.5

24.1

18.8

20.3

25.7

17.8

23.5

23.6

26.3

26.7

34.5

31.1

21.0

27.0

23.7

46.3

45.1

55.8

52.2

48.6

52.1

44.9

52.8

46.6

52.1

40.2

42.2

50.3

47.7

48.6

11.1

17.3

19.6

18.1

17.9

19.2

9.2

11.4

21.2

15.8

23.0

15.6

17.3

15.8

16.5

0.9

2.3

2.9

4.4

5.7

2.7

2.0

6.5

4.2

3.4

1.1

6.7

3.5

3.9

3.8

23.1

11.3

2.9

4.9

2.1

8.2

20.4

5.7

1.7

2.1

1.1

4.4

7.9

5.7

7.4
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（２）サービスを提供するための費用の確保 

◇「サービスを提供するための費用は、受益者負担の考え方を徹底して、そのサービスを利用する人

が応分の負担をする」で『肯定的評価』が７割 

 

問18 今後は、必要なサービスを提供していくための費用を確保するには、以下のような方策

が考えられます。あなたは、どのように考えますか。（各項目 ○は１つ） 

図２－２－１ サービスを提供するための費用の確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サービスを提供するための費用の確保について聞いたところ、「サービスを提供するための費用は、

区民全体で負担する（税金で賄う）」では、『肯定的評価』が５割以上で、『否定的評価』は３割を超え

ている。「サービスを提供するための費用は、受益者負担の考え方を徹底して、そのサービスを利用す

る人が応分の負担をする」では、『肯定的評価』がほぼ７割で、『否定的評価』は２割となっている。「サ

ービスを提供するための費用は、借金（起債）したり、貯金（基金）を取り崩したりして賄う」では、

『肯定的評価』が１割で、『否定的評価』が８割となっている。（図２－２－１） 

 

 

 

実施すべき
どちらかと

いえば
実施すべき

どちらかと
いえば実施す
べきではない

実施すべき
ではない

無回答

（％） (計) (計)

（１）
サービスを提供するための費用は、区民
全体で負担する（税金で賄う）

56.6 35.1

（２）
サービスを提供するための費用は、受益
者負担の考え方を徹底して、そのサービ
スを利用する人が応分の負担をする

70.7 20.4

（３）
サービスを提供するための費用は、借金
（起債）したり、貯金（基金）を取り崩したり
して賄う

10.1 80.3

肯
定
的
評
価

否
定
的
評
価

 (n＝1,432)

肯定的評価 否定的評価

13.4

24.7

1.8

43.2

46.1

8.2

27.4

17.6

43.6

7.7

2.8

36.7

8.3

8.9

9.6
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図２－２－２ サービスを提供するための費用の確保 

（１）サービスを提供するための費用は、区民全体で負担する（税金で賄う）－性別、性・年齢別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性・年齢別にみると、『肯定的評価』は男性の40歳代と50歳代、女性70歳以上で６割台と多くなって

いる。『否定的評価』は女性20歳代で５割を超えて多くなっている。（図２－２－２） 

実施すべき
どちらかと

いえば
実施すべき

どちらかと
いえば実施す
べきではない

実施すべき
ではない

無回答

ｎ （％） (計) (計)

 全   体 (1,432) 56.6 35.1

 男   性 ( 619) 57.8 35.9

 女   性 ( 780) 55.9 34.9

 20 歳 代 ( 45) 55.6 40.0

 30 歳 代 ( 87) 55.2 42.5

 40 歳 代 ( 146) 63.0 34.9

 50 歳 代 ( 118) 66.1 33.1

 60 歳 代 ( 123) 53.7 39.0

 70歳以上 ( 98) 49.0 28.6

 20 歳 代 ( 73) 41.1 52.1

 30 歳 代 ( 140) 59.3 38.6

 40 歳 代 ( 182) 59.9 35.7

 50 歳 代 ( 138) 59.4 35.5

 60 歳 代 ( 133) 48.9 31.6

 70歳以上 ( 108) 60.2 19.4

肯
定
的
評
価

否
定
的
評
価

【  性   別  】

肯定的評価 否定的評価

男
　
　
　
　
性

女
　
　
　
　
性

【 性・年齢別 】

16.7

9.8

8.0

9.9

15.0

9.6

19.4

16.3

16.1

15.8

12.6

15.6

11.4

16.0

13.4

43.5

39.1

51.4

50.0

44.3

31.5

29.6

37.4

50.0

47.3

42.5

40.0

44.5

41.8

43.2

14.8

27.8

30.4

31.3

32.9

31.5

26.5

31.7

22.0

23.3

28.7

28.9

28.6

26.5

27.4

4.6

3.8

5.1

4.4

5.7

20.5

2.0

7.3

11.0

11.6

13.8

11.1

6.3

9.4

7.7

20.4

19.5

5.1

4.4

2.1

6.8

22.4

7.3

0.8

2.1

2.3

4.4

9.2

6.3

8.3
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図２－２－３ サービスを提供するための費用の確保 

（２）サービスを提供するための費用は、受益者負担の考え方を徹底して、そのサービスを利用する人

が応分の負担をする－性別、性・年齢別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性・年齢別にみると、『肯定的評価』は男性の20歳代と30歳代で８割台と多くなっている。『否定的評

価』は男性50歳代と女性60歳代で２割半ばと多くなっている。（図２－２－３） 

実施すべき
どちらかと

いえば
実施すべき

どちらかと
いえば実施す
べきではない

実施すべき
ではない

無回答

ｎ （％） (計) (計)

 全   体 (1,432) 70.7 20.4

 男   性 ( 619) 74.3 18.6

 女   性 ( 780) 68.5 22.3

 20 歳 代 ( 45) 84.4 13.3

 30 歳 代 ( 87) 82.8 14.9

 40 歳 代 ( 146) 79.5 18.5

 50 歳 代 ( 118) 69.5 26.3

 60 歳 代 ( 123) 69.1 21.1

 70歳以上 ( 98) 66.3 12.2

 20 歳 代 ( 73) 74.0 20.5

 30 歳 代 ( 140) 77.1 20.0

 40 歳 代 ( 182) 74.2 22.5

 50 歳 代 ( 138) 71.7 23.2

 60 歳 代 ( 133) 52.6 26.3

 70歳以上 ( 108) 59.3 20.4

肯
定
的
評
価

否
定
的
評
価

【  性   別  】

肯定的評価 否定的評価

男
　
　
　
　
性

女
　
　
　
　
性

【 性・年齢別 】

16.7

12.8

18.8

18.7

30.0

31.5

18.4

25.2

26.3

32.9

37.9

46.7

20.9

29.6

24.7

42.6

39.8

52.9

55.5

47.1

42.5

48.0

43.9

43.2

46.6

44.8

37.8

47.6

44.7

46.1

16.7

21.8

21.0

21.4

18.6

15.1

12.2

18.7

20.3

16.4

11.5

8.9

19.6

15.7

17.6

3.7

4.5

2.2

1.1

1.4

5.5

0.0

2.4

5.9

2.1

3.4

4.4

2.7

2.9

2.8

20.4

21.1

5.1

3.3

2.9

5.5

21.4

9.8

4.2

2.1

2.3

2.2

9.2

7.1

8.9
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図２－２－４ サービスを提供するための費用の確保 

（３）サービスを提供するための費用は、借金（起債）したり、貯金（基金）を取り崩したりして賄う 

－性別、性・年齢別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性・年齢別にみると、『肯定的評価』は男性60歳代で１割半ばとなっている。『否定的評価』は男性50

歳代と女性40歳代でほぼ９割と多くなっている。（図２－２－４） 

実施すべき
どちらかと

いえば
実施すべき

どちらかと
いえば実施す
べきではない

実施すべき
ではない

無回答

ｎ （％） (計) (計)

 全   体 (1,432) 10.1 80.3

 男   性 ( 619) 11.8 80.5

 女   性 ( 780) 8.6 81.3

 20 歳 代 ( 45) 13.3 82.2

 30 歳 代 ( 87) 11.5 85.1

 40 歳 代 ( 146) 9.6 88.4

 50 歳 代 ( 118) 7.6 89.0

 60 歳 代 ( 123) 16.3 74.8

 70歳以上 ( 98) 13.3 61.2

 20 歳 代 ( 73) 12.3 79.5

 30 歳 代 ( 140) 9.3 87.9

 40 歳 代 ( 182) 6.6 89.0

 50 歳 代 ( 138) 10.9 84.8

 60 歳 代 ( 133) 8.3 72.9

 70歳以上 ( 108) 6.5 66.7

肯
定
的
評
価

否
定
的
評
価

【  性   別  】

肯定的評価 否定的評価

男
　
　
　
　
性

女
　
　
　
　
性

【 性・年齢別 】

0.9

2.3

0.7

2.2

0.7

2.7

1.0

4.1

2.5

0.7

2.3

2.2

1.5

2.1

1.8

5.6

6.0

10.1

4.4

8.6

9.6

12.2

12.2

5.1

8.9

9.2

11.1

7.1

9.7

8.2

34.3

36.1

47.8

52.7

53.6

41.1

37.8

49.6

39.8

41.8

44.8

35.6

45.5

42.2

43.6

32.4

36.8

37.0

36.3

34.3

38.4

23.5

25.2

49.2

46.6

40.2

46.7

35.8

38.3

36.7

26.9

18.8

4.3

4.4

2.9

8.2

25.5

8.9

3.4

2.1

3.4

4.4

10.1

7.8

9.6
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図２－２－５ サービスを提供するための費用の確保 

（１）サービスを提供するための費用は、区民全体で負担する（税金で賄う）－ライフステージ別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ライフステージ別にみると、『肯定的評価』は家族成長前期、その他、家族形成期で６割台と多くな

っている。『否定的評価』は独身期で４割半ばと多くなっている。（図２－２－５） 
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どちらかと
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べきではない

実施すべき
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無回答

ｎ （％） (計) (計)

全    体 (1,432) 56.6 35.1

独 身 期 ( 157) 48.4 45.9

家 族 形 成 期 ( 180) 60.0 37.8

家族成長前期 ( 138) 63.0 35.5

家族成長後期 ( 151) 58.3 39.7

家 族 成 熟 期 ( 183) 58.5 33.9

高 齢 期 ( 327) 52.9 29.4

そ の 他 ( 232) 61.2 34.9

肯
定
的
評
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否
定
的
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図２－２－６ サービスを提供するための費用の確保 

（２）サービスを提供するための費用は、受益者負担の考え方を徹底して、そのサービスを利用する人

が応分の負担をする－ライフステージ別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ライフステージ別にみると、『肯定的評価』は独身期と家族成長前期でほぼ８割と多くなっている。『否

定的評価』はその他で３割近く、家族成熟期で２割半ばと多くなっている。（図２－２－６） 
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無回答

ｎ （％） (計) (計)

全    体 (1,432) 70.7 20.4

独 身 期 ( 157) 80.9 15.3

家 族 形 成 期 ( 180) 76.7 20.6

家族成長前期 ( 138) 80.4 18.1

家族成長後期 ( 151) 76.8 19.9

家 族 成 熟 期 ( 183) 69.4 24.6

高 齢 期 ( 327) 63.3 17.7

そ の 他 ( 232) 67.7 27.2

肯
定
的
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否
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図２－２－７ サービスを提供するための費用の確保 

（３）サービスを提供するための費用は、借金（起債）したり、貯金（基金）を取り崩したりして賄う 

－ライフステージ別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ライフステージ別にみると、『肯定的評価』は独身期と高齢期で１割を超えている。『否定的評価』は

家族成長前期で９割を超え、家族成長後期と家族形成期で９割近くと多くなっている。（図２－２－７） 
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無回答

ｎ （％） (計) (計)

全    体 (1,432) 10.1 80.3

独 身 期 ( 157) 13.4 80.9

家 族 形 成 期 ( 180) 9.4 87.2

家族成長前期 ( 138) 6.5 91.3

家族成長後期 ( 151) 9.9 88.1

家 族 成 熟 期 ( 183) 8.7 85.8

高 齢 期 ( 327) 11.0 67.6

そ の 他 ( 232) 9.9 84.5

肯
定
的
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価

否
定
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評
価

ライフステージ別 】【
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36.7

5.6
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2.0

2.2

3.3

5.7
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（３）求める職員像 

◇「分かりやすく説明できる職員」が５割半ば 

 

問19 区政改革を推進するため、職員の意識を住民本位の姿勢にあらためていきたいと考えて

います。あなたが求める職員像について、教えてください。（○は３つまで） 

図２－３－１ 求める職員像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

求める職員像について聞いたところ、「分かりやすく説明できる職員」（55.0％）が５割半ばで最も多

く、次いで「職務に十分な知識をもっている職員」（52.4％）、「親切・丁寧に対応する職員」（49.1％）、

「区民が必要とする施策を立案できる職員」（37.8％）、「コスト意識のある職員」（26.0％）などの順に

なっている。（図２－３－１） 

 

 

 

 

 

 

(ｎ＝1,432)

分かりやすく説明できる職員

職務に十分な知識をもっている職員

親切・丁寧に対応する職員

区民が必要とする施策を立案できる職員

コスト意識のある職員

高い倫理観をもった職員

スピード感のある職員

先見性とチャレンジ精神のある職員

無回答

55.0

52.4

49.1

37.8

26.0

21.6

18.6

14.0

2.9

0 10 20 30 40 50 60（％）
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図２－３－２ 求める職員像－性別、性・年齢別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別にみると、「職務に十分な知識をもっている職員」は女性の方が12.0ポイント、「分かりやすく説

明できる職員」は女性の方が10.7ポイント、それぞれ高くなっている。「コスト意識のある職員」は男

性の方が11.1ポイント高くなっている。 

 

性・年齢別にみると、「職務に十分な知識をもっている職員」は女性60歳代でほぼ７割と多くなって

いる。「親切・丁寧に対応する職員」は女性20歳代で８割近くと多くなっている。（図２－３－２） 

 

ｎ
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 60 歳 代 ( 123)
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   職員
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（４）区立施設の老朽化問題の認知度 

◇『知っている』は１割半ば 

 

問20 練馬区では多くの区立施設が老朽化し、改築や大規模な改修が必要となる時期を迎えよ

うとしています。「練馬区施設白書」(平成25年2月）では、平成27年度から36年度まで

の10年間に必要となる改修改築費用を約2,100億円と試算しました。 

今後高齢化の進行に伴い社会保障費の増大が見込まれ、すべての区立施設を今までと同

様に維持・更新していくのは極めて難しい状況です。これは、全国的に共通する問題で

あると言われています。 

あなたは区の施設の老朽化問題をご存知でしたか。（○は１つ） 

図２－４－１ 区立施設の老朽化問題の認知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区の施設の老朽化問題を知っていたか聞いたところ、「知っており強い関心がある」（8.9％）と「知

っているがあまり関心がない」（6.1％）を合わせた『知っている』（14.9％）は１割半ばとなっている。

「なんとなく聞いたことがある」（32.7％）が３割を超え、「知らなかった」（48.6％）は５割近くとな

っている。（図２－４－１） 
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図２－４－２ 区立施設の老朽化問題の認知度－性別、性・年齢別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性・年齢別にみると、『知っている』は男性の50歳代以上の年代で２割台と多くなっている。「知らな

かった」は女性30歳代で７割、女性20歳代と男性30歳代で６割台と多くなっている。（図２－４－２） 

知っており
強い関心がある

知っているが
あまり関心がない

なんとなく聞いた
ことがある

知らなかった 無回答

ｎ （％） (計)

 全   体 (1,432) 14.9

 男   性 ( 619) 19.4

 女   性 ( 780) 11.5

 20 歳 代 ( 45) 11.1

 30 歳 代 ( 87) 14.9

 40 歳 代 ( 146) 17.1

 50 歳 代 ( 118) 20.3

 60 歳 代 ( 123) 25.2

 70歳以上 ( 98) 21.4

 20 歳 代 ( 73) 9.6

 30 歳 代 ( 140) 10.0

 40 歳 代 ( 182) 7.7

 50 歳 代 ( 138) 8.7

 60 歳 代 ( 133) 14.3

 70歳以上 ( 108) 21.3

知っている 知
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（５）公共施設の老朽化問題についての考え 

◇「施設や機能の複合化・共用化により、段階的に施設数を減らす」で『肯定的評価』が８割 

 

問21 公共施設の老朽化問題へ対応するためには様々な視点から検討する必要があり、例とし

て以下のような方策が考えられます。あなたは、どのように考えますか。 

（各項目 ○は１つ） 

図２－５－１ 公共施設の老朽化問題についての考え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共施設の老朽化問題について聞いたところ、「利用率の低い施設や民間施設で代替できる施設は廃

止し、積極的に施設数を減らす」と「施設や機能の複合化・共用化により、段階的に施設数を減らす」

では、『肯定的評価』がほぼ８割で、『否定的評価』が１割を超えている。「使用料を徴収できる施設で

は使用料を引き上げ、施設の維持管理費用に充てる」では、『肯定的評価』が約６割で、『否定的評価』

が３割を超えている。「現在の施設を維持するために、他の行政サービスの予算を削る」では、『肯定的

評価』が約２割で、『否定的評価』が７割を超えている。（図２－５－１） 
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より、段階的に施設数を減らす
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（３）
使用料を徴収できる施設では使
用料を引き上げ、施設の維持管
理費用に充てる
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図２－５－２ 公共施設の老朽化問題についての考え 

（１）利用率の低い施設や民間施設で代替できる施設は廃止し、積極的に施設数を減らす 

－性別、性・年齢別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性・年齢別にみると、『肯定的評価』は女性50歳代で８割半ばと多くなっている。『否定的評価』は女

性20歳代で３割近くと多くなっている。（図２－５－２） 
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 全   体 (1,432) 77.8 15.6

 男   性 ( 619) 79.3 15.3

 女   性 ( 780) 77.1 16.2

 20 歳 代 ( 45) 73.3 22.2

 30 歳 代 ( 87) 83.9 14.9

 40 歳 代 ( 146) 82.9 14.4

 50 歳 代 ( 118) 80.5 17.8

 60 歳 代 ( 123) 76.4 18.7

 70歳以上 ( 98) 74.5 7.1

 20 歳 代 ( 73) 65.8 27.4

 30 歳 代 ( 140) 77.9 19.3

 40 歳 代 ( 182) 78.0 17.6
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図２－５－３ 公共施設の老朽化問題についての考え 

（２）施設や機能の複合化・共用化により、段階的に施設数を減らす－性別、性・年齢別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性・年齢別にみると、『肯定的評価』は男性30歳代で９割と多くなっている。『否定的評価』は女性60

歳代で２割近くと多くなっている。（図２－５－３） 

実施すべき
どちらかと

いえば
実施すべき

どちらかと
いえば実施す
べきではない

実施すべき
ではない

無回答

ｎ （％） (計) (計)

 全   体 (1,432) 80.7 11.8

 男   性 ( 619) 82.9 11.6

 女   性 ( 780) 79.5 12.3

 20 歳 代 ( 45) 86.7 11.1

 30 歳 代 ( 87) 89.7 9.2

 40 歳 代 ( 146) 85.6 11.6

 50 歳 代 ( 118) 88.1 10.2

 60 歳 代 ( 123) 78.9 17.1

 70歳以上 ( 98) 69.4 9.2

 20 歳 代 ( 73) 79.5 13.7

 30 歳 代 ( 140) 87.1 10.7

 40 歳 代 ( 182) 87.4 9.3

 50 歳 代 ( 138) 85.5 12.3

 60 歳 代 ( 133) 67.7 18.8

 70歳以上 ( 108) 63.0 10.2

【  性   別  】

肯
定
的
評
価

否
定
的
評
価

肯定的評価 否定的評価

男
　
　
　
　
性

女
　
　
　
　
性

【 性・年齢別 】

13.9

20.3

29.7

29.1

32.1

35.6

26.5

29.3

39.0

40.4

42.5

46.7

26.8

36.5

31.1

49.1

47.4

55.8

58.2

55.0

43.8

42.9

49.6

49.2

45.2

47.1

40.0

52.7

46.4

49.5

8.3

15.0

12.3

7.7

8.6

12.3

7.1

13.8

7.6

9.6

4.6

8.9

10.4

8.9

9.6

1.9

3.8

0.0

1.6

2.1

1.4

2.0

3.3

2.5

2.1

4.6

2.2

1.9

2.7

2.2

26.9

13.5

2.2

3.3

2.1

6.8

21.4

4.1

1.7

2.7

1.1

2.2

8.2

5.5

7.5
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図２－５－４ 公共施設の老朽化問題についての考え 

（３）使用料を徴収できる施設では使用料を引き上げ、施設の維持管理費用に充てる－性別、性・年齢別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性・年齢別にみると、『肯定的評価』は男性30歳代でほぼ７割、男性の40歳代と70歳以上、女性50歳

代で６割半ばと多くなっている。『否定的評価』は男性20歳代と女性30歳代で４割台と多くなっている。 

（図２－５－４） 

実施すべき
どちらかと

いえば
実施すべき

どちらかと
いえば実施す
べきではない

実施すべき
ではない

無回答

ｎ （％） (計) (計)

 全   体 (1,432) 61.7 31.1

 男   性 ( 619) 64.0 30.7

 女   性 ( 780) 60.4 31.9

 20 歳 代 ( 45) 51.1 44.4

 30 歳 代 ( 87) 69.0 29.9

 40 歳 代 ( 146) 66.4 31.5

 50 歳 代 ( 118) 63.6 33.9

 60 歳 代 ( 123) 61.8 34.1

 70歳以上 ( 98) 64.3 16.3

 20 歳 代 ( 73) 56.2 35.6

 30 歳 代 ( 140) 55.7 42.1

 40 歳 代 ( 182) 62.6 34.1

 50 歳 代 ( 138) 64.5 32.6

 60 歳 代 ( 133) 60.9 28.6

 70歳以上 ( 108) 59.3 15.7

【  性   別  】

肯
定
的
評
価

否
定
的
評
価

肯定的評価 否定的評価

男
　
　
　
　
性

女
　
　
　
　
性

【 性・年齢別 】

18.5

20.3

18.1

16.5

15.0

19.2

20.4

24.4

16.9

28.8

33.3

17.8

17.8

24.2

20.7

40.7

40.6

46.4

46.2

40.7

37.0

43.9

37.4

46.6

37.7

35.6

33.3

42.6

39.7

41.0

13.0

27.1

27.5

30.8

36.4

26.0

14.3

27.6

27.1

26.7

24.1

40.0

27.7

25.5

26.4

2.8

1.5

5.1

3.3

5.7

9.6

2.0

6.5

6.8

4.8

5.7

4.4

4.2

5.2

4.7

25.0

10.5

2.9

3.3

2.1

8.2

19.4

4.1

2.5

2.1

1.1

4.4

7.7

5.3

7.2
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図２－５－５ 公共施設の老朽化問題についての考え 

（４）現在の施設を維持するために、他の行政サービスの予算を削る－性別、性・年齢別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性・年齢別にみると、『肯定的評価』は男女ともに20歳代で３割を超えて多くなっている。『否定的評

価』は男性の30歳代と50歳代、女性50歳代で８割台と多くなっている。（図２－５－５） 

 

実施すべき
どちらかと

いえば
実施すべき

どちらかと
いえば実施す
べきではない

実施すべき
ではない

無回答

ｎ （％） (計) (計)

 全   体 (1,432) 19.3 72.6

 男   性 ( 619) 17.8 75.8

 女   性 ( 780) 20.0 71.2

 20 歳 代 ( 45) 31.1 64.4

 30 歳 代 ( 87) 18.4 80.5

 40 歳 代 ( 146) 17.8 79.5

 50 歳 代 ( 118) 13.6 83.9

 60 歳 代 ( 123) 14.6 79.7

 70歳以上 ( 98) 20.4 56.1

 20 歳 代 ( 73) 32.9 60.3

 30 歳 代 ( 140) 22.1 75.0

 40 歳 代 ( 182) 18.7 76.4

 50 歳 代 ( 138) 16.7 81.2

 60 歳 代 ( 133) 21.1 64.7

 70歳以上 ( 108) 13.0 60.2

【  性   別  】

肯
定
的
評
価

否
定
的
評
価

肯定的評価 否定的評価

男
　
　
　
　
性

女
　
　
　
　
性

【 性・年齢別 】

2.8

3.0

5.1

3.8

2.9

9.6

8.2

4.9

3.4

5.5

8.0

8.9

4.2

6.0

5.2

10.2

18.0

11.6

14.8

19.3

23.3

12.2

9.8

10.2

12.3

10.3

22.2

15.8

11.8

14.1

40.7

45.9

62.3

54.4

55.0

43.8

37.8

49.6

50.0

50.0

43.7

40.0

51.7

46.4

48.9

19.4

18.8

18.8

22.0

20.0

16.4

18.4

30.1

33.9

29.5

36.8

24.4

19.5

29.4

23.7

26.9

14.3

2.2

4.9

2.9

6.8

23.5

5.7

2.5

2.7

1.1

4.4

8.8

6.5

8.2
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（６）過去１年間に利用した区立施設 

◇「練馬区役所・石神井庁舎・区民事務所・出張所」が６割を超える 

 

問22 あなたが過去１年の間に利用した練馬区立の施設の中で利用回数の多かった施設を選

んでください。（〇は３つまで） 

図２－６－１ 過去１年間に利用した区立施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去１年間に利用した区立施設を聞いたところ、「練馬区役所・石神井庁舎・区民事務所・出張所」

（63.8％）が６割を超えて最も多く、次いで「図書館」（40.7％）、「体育館（学校体育館を除く）・プー

ル・野球場・庭球場・運動場」（18.2％）、「保健相談所（豊玉、石神井、北、大泉、光が丘、関）」（10.6％）

などの順になっている。（図２－６－１） 

(ｎ＝1,432)

練馬区役所・石神井庁舎・区民事務所・出張所

図書館

体育館（学校体育館を除く）・プール・野球場・庭球場・
運動場

保健相談所（豊玉、石神井、北、大泉、光が丘、関）

地区区民館・地域集会所

練馬文化センター・大泉学園ホール

練馬区立美術館・石神井公園ふるさと文化館

リサイクルセンター（豊玉、春日町、関）

総合福祉事務所（練馬、石神井、光が丘、大泉）

児童館・地区区民館や厚生文化会館内の児童室

区民ホール（光が丘、関）

サンライフ練馬・勤労福祉会館

子ども家庭支援センター・子育てのひろば

高齢者センター・敬老館・地区区民館や厚生文化会館
内の敬老室

心身障害者福祉センター・こども発達支援センター・
障害者地域生活支援センター

青少年館（春日町、南大泉）

学校教育支援センター・学校教育支援センター分室
（練馬、光が丘、関、大泉）

過去１年の間には公共施設を利用しなかった

無回答

63.8

40.7

18.2

10.6

9.4

9.1

6.9

6.8

6.4

4.1

3.4

2.8

2.3

1.7

1.0

0.8

0.7

7.7

2.4

0 10 20 30 40 50 60 70（％）
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図２－６－２ 過去１年間に利用した区立施設（上位10項目）－地区別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区別にみると、「練馬区役所・石神井庁舎・区民事務所・出張所」はⅡ地区（〒177）でほぼ７割と

多くなっている。「図書館」はⅣ地区（〒179）で４割半ばと多くなっている。「体育館（学校体育館を

除く）・プール・野球場・庭球場・運動場」はⅣ地区（〒179）で２割を超えて多くなっている。 

（図２－６－２） 

 

 

ｎ
全    体 (1,432)

【 地 区 別 】

Ⅰ地区（〒176 ） ( 327)

Ⅱ地区（〒177 ） ( 374)

Ⅲ地区（〒178 ） ( 269)

Ⅳ地区（〒179 ） ( 403)

□練馬区役所・石
   神井庁舎・区民
   事務所・出張所

67.6

70.6

56.6

62.5

63.8

0 20 40 60 80(%)

□図書館

38.8

41.7

44.9

40.7

34.6

0 20 40 60 80(%)

□体育館（学校体
   育館を除く）・
   プール・野球場
   ・庭球場・運動場

16.8

14.4

23.6

17.5

18.2

0 20 40 60 80(%)

□保健相談所
   （豊玉、石神井、
   北、大泉、光が丘、
   関）

8.0

8.6

13.2

10.6

13.4

0 20 40 60 80(%)

□地区区民館
   ・地域集会所

6.7

8.3

12.2

11.2

9.4

0 20 40 60 80(%)

ｎ
全    体 (1,432)

【 地 区 別 】

Ⅰ地区（〒176 ） ( 327)

Ⅱ地区（〒177 ） ( 374)

Ⅲ地区（〒178 ） ( 269)

Ⅳ地区（〒179 ） ( 403)

3.4

5.1

2.7

4.1

5.6

0 20 40 60 80

4.3

5.1

7.4

9.3

6.4

0 20 40 60 80

7.0

9.1

7.2

6.8

3.0

0 20 40 60 80

9.2

10.4

3.0

5.2

6.9

0 20 40 60 80

12.8

7.2

7.4

9.7

9.1

0 20 40 60 80

□練馬文化セン
   ター・大泉学園
   ホール

(%)

□練馬区立美術館
   ・石神井公園ふ
   るさと文化館

(%)

□リサイクルセン
   ター（豊玉、春日
   町、関）

(%)

□総合福祉事務所
   （練馬、石神井、
   光が丘、大泉）

(%)

□児童館・地区区
   民館や厚生文化
   会館内の児童室

(%)
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図２－６－３ 過去１年間に利用した区立施設（上位10項目）－性別、性・年齢別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性・年齢別にみると、「練馬区役所・石神井庁舎・区民事務所・出張所」は男性30歳代で８割近く、

女性20歳代で７割半ばと多くなっている。「図書館」は女性40歳代で５割を超えて多くなっている。 

（図２－６－３） 

ｎ
 全   体 (1,432)

 男   性 ( 619)

 女   性 ( 780)

 20 歳 代 ( 45)

 30 歳 代 ( 87)

 40 歳 代 ( 146)

 50 歳 代 ( 118)

 60 歳 代 ( 123)

 70歳以上 ( 98)

 20 歳 代 ( 73)

 30 歳 代 ( 140)

 40 歳 代 ( 182)

 50 歳 代 ( 138)

 60 歳 代 ( 133)

 70歳以上 ( 108)

男
　
　
　
　
性

女
　
　
　
　
性

【  性   別  】

【 性・年齢別  】

□練馬区役所・石
   神井庁舎・区民
   事務所・出張所

63.5

64.7

53.3

77.0

61.0

65.9

52.0

72.5

65.4

45.4

63.7

67.9

65.8

74.0

63.8

0 20 40 60 80(%)

□図書館

40.4

41.3

35.6

47.1

36.4

31.7

39.8

42.8

28.6

28.7

40.7

46.6

48.6

45.7

52.2

0 20 40 60 80(%)

□体育館（学校体
   育館を除く）・
   プール・野球場
   ・庭球場・運動場

20.4

16.9

26.7

24.1

18.6

13.8

20.4

8.0

15.8

9.3

27.5

16.4

23.3

23.3

18.2

0 20 40 60 80(%)

□保健相談所
   （豊玉、石神井、
   北、大泉、光が丘、
   関）

8.6

12.6

4.4

20.7

7.6

8.1
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4.5

9.3

10.6

13.7

6.2

27.9

12.6

0 20 40 60 80(%)

□地区区民館
   ・地域集会所
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10.9
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3.4
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18.4
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15.8
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7.9

9.6
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9.4
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ｎ
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 女   性 ( 780)

 20 歳 代 ( 45)

 30 歳 代 ( 87)

 40 歳 代 ( 146)

 50 歳 代 ( 118)

 60 歳 代 ( 123)

 70歳以上 ( 98)

 20 歳 代 ( 73)

 30 歳 代 ( 140)

 40 歳 代 ( 182)

 50 歳 代 ( 138)

 60 歳 代 ( 133)

 70歳以上 ( 108)

女
　
　
　
　
性

性・年齢別  】

【  性   別  】

【

男
　
　
　
　
性

3.1

4.7

0.0

11.5

0.0

0.0

0.0

1.4

0.8

0.9
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6.2
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8.2
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6.1

6.4

8.9
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   民館や厚生文化
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図２－６－４ 過去１年間に利用した区立施設（上位10項目）－ライフステージ別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ライフステージ別にみると、「練馬区役所・石神井庁舎・区民事務所・出張所」は家族形成期でほぼ

８割と多くなっている。「図書館」は家族成長前期で７割近くと多くなっている。「体育館（学校体育館

を除く）・プール・野球場・庭球場・運動場」は家族成長前期で４割を超えて多くなっている。「保健相

談所（豊玉、石神井、北、大泉、光が丘、関）」は家族形成期で４割近くと多くなっている。 

（図２－６－４） 

ｎ
全      体 (1,432)

【

独 身 期 ( 157)

家 族 形 成 期 ( 180)

家族成長前期 ( 138)

家族成長後期 ( 151)

家 族 成 熟 期 ( 183)

高 齢 期 ( 327)

そ の 他 ( 232)

ライフステージ別 】

□練馬区役所・石
   神井庁舎・区民
   事務所・出張所

65.6

79.4

66.9

68.3

69.0

55.7

49.3

63.8
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□図書館

47.1

40.0
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33.3

36.2
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   育館を除く）・
   プール・野球場
   ・庭球場・運動場

23.6

11.7

27.8

14.2

10.8

14.7
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□保健相談所
   （豊玉、石神井、
   北、大泉、光が丘、
   関）
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□練馬文化セン
   ター・大泉学園
   ホール

(%)

□練馬区立美術館
   ・石神井公園ふ
   るさと文化館

(%)

□リサイクルセン
   ター（豊玉、春日
   町、関）

(%)

□総合福祉事務所
   （練馬、石神井、
   光が丘、大泉）

(%)

□児童館・地区区
   民館や厚生文化
   会館内の児童室

(%)


